
 

 

 

 

社
協
福
祉
バ
ス
の
利
用
内
容
の
変
更
に
つ
い
て 

当
協
議
会
で
は
、
福
祉
バ
ス(

マ 
イ
ク
ロ
バ
ス)

を
１
台
運
行
し
て
い 

ま
す
。 

こ
の
福
祉
バ
ス
は
、
平
成
３０
年 

１０
月
に
、
福
岡
市
博
多
区
で
ご
主 

人
と
と
も
に
飲
食
業
を
営
ま
れ
て 

い
た
故
・
井
上
雪
代
様
が
、「
平
成 

２９
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災
し 

た
地
域
を
支
援
し
た
い
」
と
い
う 

思
い
か
ら
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た 

も
の
で
す
。 

社
協
で
は
、
葬
儀
の
際
の
遺
族 

送
迎
を
は
じ
め
、
社
協
の
各
種
事
業
、
地
域
の
福
祉
団

体
や
行
政
機
関
が
行
う
研
修
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
福
祉
バ
ス
を
活
用
し
て
き
ま
し
た
。 

福
祉
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
葬
儀
で

の
遺
族
送
迎
を
優
先
し
て
き
た
た
め
、
福
祉
団
体
等
が

事
前
に
予
約
さ
れ
て
い
た
場
合
で
も
、
使
用
予
定
日
に

葬
儀
が
入
っ
た
際
に
は
、
利
用
を
お
断
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
は
運
転
手
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
お
り
、
葬
儀
で
の
利
用
は
前
日
ま
た
は
前
々

日
の
申
込
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、
運
転
手
の
手
配
が
困

難
な
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
４
月
１
日
よ

り
福
祉
バ
ス
の
利
用
方
法
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。 ・

使
用
順
序
を
「
葬
儀
で
の
遺
族
送
迎
優
先
」
か
ら

「
申
込
順
」
に
変
更
し
ま
す
。 

 

・
葬
儀
で
の
遺
族
送
迎
に
つ
い
て
は
、
運
転
手
の
手
配

が
可
能
な
場
合
に
限
り
利
用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
事
情
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ 

社
会
福
祉
法
人 

東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
  

 
 

 
 

 
 

会 

長 
 

岩
田 

渉 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
東
峰

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
運
営
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
会
で
は
「
村
民
が
つ
な
が
り
、
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
東
峰
村
」
を
基
本
理
念
と
す
る
「
東
峰
村
社
協
地
域
福
祉
活

動
計
画
」（
令
和
５
年
度
～
８
年
度
）
に
基
づ
き
、「
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
東
峰
村
」
の
実
現
を
目
標
に
、
地
域
福
祉
の
一

層
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
化
や
少
子
化
の
進
行
、

単
身
世
帯
の
増
加
な
ど
、
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
変
化
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
だ
か
ら
こ
そ
、
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
や
支
え
合
い
の
力
が
よ
り
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

令
和
８
年
は
、
見
守
り
活
動
や
生
活
支
援
体
制
の
強
化
、
各
種
相

談
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
や

福
祉
人
材
の
育
成
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
備
え
た
支
援
体
制
の
整
備
や
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に

も
努
め
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
行
政
や
関
係
団 

体
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
暮
ら
す
一
人
ひ
と 

り
の
ご
理
解
と
ご
参
加
が
あ
っ
て
こ
そ
実
を 

結
ぶ
も
の
で
す
。
今
後
と
も
、
社
協
活
動
へ
の 

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し 

上
げ
ま
す
。 

本
年
が
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て 

笑
顔
と
安
心
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
こ 

と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ 

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

  

依
頼
者
の
皆
さ
ま
へ 

 

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
作
業
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ 

 

日
頃
よ
り
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
近
年
の
物
価
上
昇 

や
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
等 

を
踏
ま
え
、
会
員
が
安
心
し 

て
作
業
に
従
事
で
き
る
体
制 

を
維
持
す
る
た
め
、
ミ
ニ
シ 

ル
バ
ー
作
業
料
金
の
一
部
を 

改
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま 

し
た
。 

 

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り 

下
記
の
と
お
り
料
金
を
改
定 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今 

後
も
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
安 

全
に
活
動
で
き
る
環
境
づ
く 

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協 

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

寄 

付 

金 

令
和
７
年
11

月
13

日
よ
り
令
和
８
年
１
月
13

日
ま

で
の
間
に
、
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

◎
香
典
返
し
寄
付 

・
中
原
地
区 

馬
場 

杉
野 

勝
枝 

様
（
故 

考
利 
様
） 

故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。 

こ
の
寄
付
金
は
、
村
内
の
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
バ
ス
ハ
イ
ク 

  

令
和
７
年
１２
月
６
日
（
土
）、
村
内
在
住
の
７０
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
、
交
流
と
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
バ
ス
ハ
イ
ク
」
を
、
コ
ロ
ナ
禍

明
け
と
な
る
６
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
配
分
金
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

ま
ず
訪
れ
た
の
は
、
風
の
丘
阿
蘇
・
大
野
勝
彦
美
術
館
で
す
。
こ
の
美

術
館
は
、
阿
蘇
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
丘
の
上
に
あ
り
、
障
害
を
抱

え
な
が
ら
も
独
自
の
世
界
観
で
絵
画
や
造
形
作
品
を
制
作
し
て
き
た
大

野
勝
彦
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
館
内
で
は
、
大
野
さ
ん
ご
本

人
か
ら
、
こ
れ
ま
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
ご
経
験
や
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
作
品
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
直
接
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
作
品
に
触
れ
な
が
ら
、
表
現
の
奥
深
さ
や
力
強
さ

に
感
動
し
、
心
に
残
る
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
阿
蘇
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
に
移
動
し
、
彩
り
豊
か
な
料
理
を
囲

み
な
が
ら
昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
者
同
士
で
会
話
が
弾
み
、
和
や

か
な
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
２６
名
の
方
が
参
加
さ 

れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の 

中
で
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
楽
し 

い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き 

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら 

く
開
催
で
き
な
か
っ
た
分
、
参 

加
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
久
し 

ぶ
り
の
外
出
と
交
流
の
場
と
な 

り
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
広
報
誌
は
共
同
募
金
の
配
分
金 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
受
け
て
発
行
し
て
い
ま
す
。 

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集 

～
あ
な
た
の
豊
富
な
経
験
や
知
識
、 

技
能
を
い
か
し
ま
せ
ん
か
～ 

 

東
峰
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
村
内

に
居
住
す
る
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
、
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
会
員
を
募
集
し
ま
す
。 

豊
富
な
経
験
や
知
識
を
い
か
し
、
生
き
が
い
づ
く
り

や
仲
間
づ
く
り
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

◆
会
員
に
な
る
に
は 

 

東
峰
村
に
お
住
ま
い
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。
（
入
会
時
に
年
会
費
千
円

が
必
要
で
す
） 

◆
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て 

 

地
域
の
家
庭
や
、
企
業
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら
依
頼

さ
れ
た
仕
事
を
セ
ン
タ
ー
が
請
負
、
会
員
の
方
へ
依
頼

し
ま
す
。 

会
員
は
、
引
き
受
け
た
仕
事
を
完
成
ま
た
は
遂
行

し
、
そ
の
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
配
分
金
を
受
け
取
り

ま
す
。 

主
に
、
草
刈
り
作
業
や
庭
周
り
の
除
草
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

 

東
峰
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
  

（
事
務
局
：
東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
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７
４―

２
０
１
２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

東峰村社協だより 
第１１５号 

令和８年１月 15 日号 

東峰村社会福祉協議会 

事務局（喜楽来館内） 

☏  0946-74-2012 

改定内容（１時間あたり） 現 行 改定後 

草刈り・農作業等 1,000 円 1,155 円 

草刈り機代 180 円 200 円 

除草・室内清掃等 840 円 997 円 

 



福
岡
県
身
障
協
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

  

令
和
７
年
１１
月
２３
日
（
日
）
に
福
岡
県
営
春
日
公
園

球
技
場
に
お
い
て
、
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
主

催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

東
峰
村
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
か
ら
は
６
名
が

参
加
し
、
市
町
村
ご
と
に
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
惜
し
く
も
団
体
で
の
入
賞
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
個
人
の
部
で
は
井
上
欣
也
さ
ん
が
３

位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
東
峰
村
身
体
障
が
い
者
福
祉

協
会
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大 

会
や
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
へ
の
参
加
を
は 

じ
め
、
会
員
の
親
睦
を
兼
ね
た
日
帰 

り
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の 

で
、
加
入
希
望
の
方
は
ご
連
絡
よ
ろ 

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

朝
倉
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
研
修
会 

  

令
和
７
年
１１
月
２１
日
（
金
）
い
ず
み
館
で
、
朝
倉
郡

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
研
修
会
で
は
、
筑
前
町
、
東 

峰
村
そ
れ
ぞ
れ
の
各
シ
ニ
ア
ク 

ラ
ブ
か
ら
事
業
内
容
の
説
明
が
行 

わ
れ
た
後
、
意
見
交
換
を
実
施
し 

ま
し
た
。
両
ク
ラ
ブ
に
共
通
し
て
、 

単
位
ク
ラ
ブ
の
休
会
や
会
員
数 

の
減
少
と
い
っ
た
課
題
が
挙
げ
ら 

れ
、
会
員
増
加
に
向
け
た
取
組
や 

方
策
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
が
交 

わ
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
の
あ
と 

は
、
ダ
ー
ツ
と
ラ
ダ
ゲ
ッ
タ
ー
の 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を
実
施 

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー 

 
令
和
７
年
１１
月
２７
日
（
木
）
に
、『
成
年
後
見
制
度

と
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
』
を
テ
ー
マ
に
、
第
２
回

地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
と
し
て

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
主
査

の
笠
野
恵
里
さ
ん
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
人
を

法
的
に
保
護
・
支
援
す
る
制
度
で
す
。
任
意
後
見
制
度

と
法
定
後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

任
意
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
十
分
に
あ
る
う
ち

に
自
分
の
将
来
に
備
え
て
、
誰
に
ど
ん
な
支
援
を
し
て

ほ
し
い
か
を
自
分
で
決
め
る
事
が
出
来
る
制
度
で
す
。 

法
定
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に
対

し
て
、
本
人
の
権
利
を
法
律
的
に
支
援
、
保
護
す
る
た

め
の
制
度
で
、
家
庭
裁
判
所
が
本
人
の
状
況
に
応
じ
て

後
見
人
・
保
佐
人
・
補
助
人
を
選
任
し
、
本
人
に
代
わ

っ
て
、
ま
た
は
本
人
を
支
援
し
な
が
ら
、
財
産
管
理
や

法
律
行
為
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
預
貯
金
や
不

動
産
の
管
理
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所
の
契
約
、

悪
質
商
法
か
ら
の
被
害
防
止
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
本

人
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
権
利
擁
護
と
生
活
の
安
定

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
公
的
で
強
い
法
的
効
力

を
持
つ
制
度
で
す
。 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、 

判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
も 

の
の
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用 

す
る
ほ
ど
で
は
な
い
人
を
対
象 

と
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
主
体 

と
な
り
、
本
人
と
の
契
約
に
基 

づ
い
て
支
援
を
行
い
ま
す
。
主 

な
内
容
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利 

用
の
手
続
き
支
援
、
公
共
料
金 

東
峰
村
遺
族
会
会
員
研
修 

 

令
和
７
年
１１
月
２６
日
（
水
）
に
東
峰
村
戦
没
者
遺
族

会
の
会
員
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
会

員
の
皆
さ
ま
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
２
年
に
１
回
開

催
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
大
分
県
宇
佐
市
の 

宇
佐
市
平
和
資
料
館
と
宇
佐
市 

宇
佐
空
の
郷
の
２
ヶ
所
を
視
察 

し
ま
し
た
。
宇
佐
海
軍
航
空
隊 

は
、
旧
日
本
海
軍
の
航
空
部
隊 

で
戦
時
中
は
搭
乗
員
の
訓
練
や 

防
空
任
務
を
担
っ
た
そ
う
で
、 

こ
こ
で
訓
練
を
終
え
た
隊
員
は 

真
珠
湾
攻
撃
等
に
も
参
加
さ
れ 

戦
争
末
期
に
は
特
別
攻
撃
隊
と 

し
て
飛
び
立
た
れ
た
そ
う
で
す
。 

福
岡
県
戦
没
者
遺
族
大
会 

 

令
和
７
年
１１
月
２５
日
（
火
）
に
福
岡
市
民
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
）
で
、
一
般
社
団
法
人 

福
岡
県
遺
族
連
合
会

主
催
に
よ
る
、
終
戦
８０
周
年
記
念 

福
岡
県
戦
没
者
遺

族
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
峰
村
よ
り
遺
族
会
本
部
役 

員
８
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま 

し
た
。 

 

大
会
で
は
、
永
年
に
わ
た
り 

戦
没
者
遺
族
の
援
護
事
業
に
携 

わ
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄 

与
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
状
の 

贈
呈
や
、
福
岡
県
遺
族
連
合
会 

会
長
の
古
賀
誠
さ
ん
よ
り
、
終 

戦
８０
周
年
記
念
講
演
な
ど
が 

行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

や
家
賃
な
ど
の
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
援
助
、
通
帳
や

印
鑑
、
重
要
書
類
の
預
か
り
な
ど
で
す
。
身
近
な
生
活
を

支
え
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
制
度
で
、
本
人
の
自
立

し
た
生
活
の
継
続
を
支
援
す
る
点
が
特
徴
で
す
。 

第
３
回
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
は
、
１２
月
２４
日
（
水
）

に
『
身
元
保
証
支
援
～
孤
立
無
援
者
の
暮
ら
し
を
支
え

る
』
を
テ
ー
マ
に
、
一
般
社
団
法
人 

生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
結 

代
表
理
事
の
永
田
啓
造
さ
ん
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

身
元
保
証
支
援
と
は
、
近
年
、
核
家
族
化
の
進
行
や
人

間
関
係
の
変
化
に
よ
り
、
高
齢
の
一
人
暮
ら
し
の
方
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
病
院
や
高
齢
者
施
設
の
多
く
は
、
利

用
者
に
入
院
時
や
入
居
時
に
身
元
保
証
人
を
求
め
て
い

ま
す
が
、
身
近
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
こ
と
で
困
る
ケ

ー
ス
が
多
く
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

背
景
か
ら
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
や
、
家
族
に
頼
る
こ

と
が
難
し
い
高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
病
院
へ
の
入
院
や
高
齢
者
施
設
へ
の
入
居
時
に

必
要
と
な
る
「
身
元
保
証
人
」
を
引
き
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
結
さ
ん
で
は
、
次
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。【
身
元
保
証
等
サ
ー

ビ
ス
】
入
院
・
入
居
時
の
連
帯
保
証
、
緊
急
連
絡
先
の
受

託
、
医
療
同
意
の
支
援
、
死
亡
時
の
身
柄
引
き
取
り
な
ど 

【
財
産
・
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
】 

家
賃
・
年
金
等
の
管
理
、
生
活
費 

の
送
金
、
公
共
料
金
支
払
い
の
代 

行
な
ど
。
【
日
常
生
活
支
援
】
通 

院
の
送
迎
・
付
き
添
い
、
買
い
物 

支
援
な
ど
。
【
居
住
支
援
サ
ー
ビ 

ス
】
賃
貸
契
約
や
住
宅
の
提
供
、 

住
民
票
の
移
動
手
続
き
や
郵
便 

物
の
継
続
管
理
な
ど
【
死
後
事
務 

サ
ー
ビ
ス
】
葬
儀
の
手
配
、
遺
品 

整
理
、
住
居
の
片
付
け
な
ど
。 

。 

  

歳
末
た
す
け
あ
い
事
業 

 

地
域
に
お
い
て
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
す
る
た
め
や
、
誰
も
が
安

心
し
て
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
「
歳
末
た
す

け
あ
い
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
７０
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
お
蕎
麦
と
東
峰
学

園
７
年
生
が
心
を
込
め
て
作
成
し
た
絵
葉
書
を
添
え

て
お
届
け
し
ま
し
た
。 

111
名
の
対
象
者
へ
の
お 

届
け
は
、
民
生
委
員
児
童
委 

員
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た 

だ
き
、
地
域
の
方
々
の
見
守 

り
や
支
え
の
輪
を
感
じ
な
が 

ら
、
年
末
の
あ
た
た
か
い
交 

流
の
ひ
と
と
き
を
お
届
け
す 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

母
子
寡
婦
福
祉
会
会
員
の
集
い 
 

令
和
７
年
１２
月
１２
日
（
金
）
に
東
峰
村
母
子
寡
婦
福

祉
会
の
会
員
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
は
村
内
に
あ
る
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
宝
珠

の
郷
へ
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

会
員
さ
ん
の
な
か
に
は
、
初
め
て 

宝
珠
の
郷
に
行
か
れ
る
方
も
い
ま 

し
た
の
で
、
最
初
に
尾
花
施
設
長 

さ
ん
よ
り
施
設
の
概
要
等
に
つ
い 

て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

施
設
内
は
明
る
く
温
か
な
雰
囲 

気
に
包
ま
れ
、
入
所
者
の
尊
厳
を 

大
切
に
し
た
ケ
ア
の
実
践
や
、
入 

所
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た 

丁
寧
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
様 

子
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

令
和
７
年
１１
月
１９
日
（
水
）
に
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
た
中
、
会
員
１０７
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
挨
拶
に
村
長
の
代
理
と

し
て
、
副
村
長
の
野
口
善
規
様
が
お
見
え
に
な
り
、
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
者
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
一
打
一

打
に
真
剣
な
表
情
を
見
せ
な
が
ら
も
、
好
プ
レ
ー
に
は

自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
た
際

に
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
特
に
好
成
績
が
多
く
、
１５
名
の
方
々
が
見
事
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
さ
れ
、
会
場
は
大
き
な
歓
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。 

大
会
を
通
じ
て
、
健
康
の
維
持
・
増
進
は
も
と
よ
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
有
意
義
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

 

順 位 クラブ名 氏 名 スコア 

優 勝 長生会 井上 光弘 ３９ 

準優勝 鶴窓会 梶原 伯夫 ３９ 

３ 位 大原会 井上 博幸 ４１ 

４ 位 宝寿会 髙倉 潤田 ４２ 

５ 位 長寿会 熊谷 公朋 ４４ 

 


